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○
お
殿
様
が
描
い
た
軍
器
図
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お
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器
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今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す

る
資
料
の
中
か
ら
、
軍
器
図
を
紹
介
し

ま
す
。

　

軍
器
図
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
那
須

家
当
主
で
あ
る
那
須
資
明(
一
七
六
〇―

一
八
三
二)

が
、
寛
政
九
年(
一
七
九
七)

に
自
ら
筆
を
と
り
、
那
須
家
に
伝
わ
っ

た
家
宝
を
極
彩
色
で
描
い
た
絵
巻
で
す
。

　

そ
の
出
来
栄
え
の
よ
さ
、
資
料
的
価

値
の
高
さ
か
ら
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
明
は
こ
の
他

に
も
多
く
の
絵
を
描
い
て
お
り
、
本
職

の
絵
師
顔
負
け
の
活
躍
ぶ
り
で
し
た
。

　

さ
て
、
絵
巻
に
は
、「
源
頼
朝
朝
臣

白
旗
」
、「
那
須
与
一
宗
隆
太
刀
」
、

「
胴
丸(

兜
・
胴
・
袖)

」
、「
陣
羽

織
」
、「
持
小
旗
」
、「
宇
都
宮
俊
綱

旗
」
の
計
６
点
の
宝
物
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
頼
朝
白
旗
、
与
一
太
刀

お
よ
び
そ
の
拵
、
持
小
旗
に
つ
い
て軍器図（胴丸）軍器図（胴丸）
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伝
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〉

那
須
与
一
伝
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館
通
信 〈
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５
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は
、
現
在
も
那
須
家
資
料
の
中
に
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
写
真
は
か
つ
て
那
須
家
が
所

蔵
し
て
い
た
縹
糸
威(

縅)

胴
丸
を
描
い

た
部
分
で
す
。
縹
糸
威
と
は
、
露
草
の

花
で
染
め
た
紐
の
こ
と
で
、
こ
の
威
が

全
体
に
鮮
や
か
な
水
色
を
醸
し
出
し
、

大
変
美
し
い
甲
冑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
胴
丸
、
兜
お
よ
び
大
袖

は
、
現
在
、
京
都
国
立
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
て
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
資
明
は
こ
の
よ
う

な
絵
巻
を
描
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
資
明
は
後
世
の
た
め

に
那
須
家
の
宝
物
を
記
録
し
て
お
こ
う

と
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
の
よ
う
に
、
写
真
や
コ
ピ
ー

が
無
か
っ
た
時
代
、
あ
る
も
の
を
記
録

す
る
た
め
に
は
、
全
く
同
じ
も
の
を
作

る
か
、
そ
の
も
の
を
「
描
く
」
と
い
う

方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

資
明
は
、
丹
念
に
宝
物
を
観
察
し

て
、
克
明
に
描
き
、
記
録
を
残
し
て
い

た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
資
明
の
努
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
、
私
た
ち

は
那
須
家
の
宝
物
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
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このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

11

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

　ふれあいの丘の芝生広場にある彫刻群の中の
１つで、最も東側にあるものです。
　長方形の石の枠の中に、アーチ形をした橋のよ
うに石が組まれています。その部分をよく観察して

見ると、その中にまた小さな
アーチがあって、その中にさら
にまた小さなアーチが組み込
まれていることがわかります。
作者は「全体は部分の中に存
在」しているということを意識
して、その極めて小さな部分で
あっても、宇宙のように極めて規模の大きなところ
まで影響を及ぼしているのではないかという思い
を作品を通じて伝えています。
　作者の用澤修氏は、1955年東京都に生まれ兵庫

県育ち、阪神淡路大震
災後は京都府在住。こ
れまで関西各地で開
催された彫刻シンポ
ジウムなどに参加して
活躍。現在はＮＰＯ森
林・環境ネットワーク
を立ち上げて、森づく
りや森を活用したイベ
ントの開催などに取り
組んでいます。
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Mind Forest
－石の霊という森を食べた年－
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